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千葉大 理 山 田 勲
豊 田 雅 章
低次元磁性系におけるEPRスペクトルはスピン相関の長時間持続 (LTT), および







(A)K2Cu｡Znト｡F｡ ①外部磁場 と C軸 とがなす角 βを変化させると,main-1ineの幅
にはdの低下とともに q=0モー ドが強調されて現われる. 桓)dの低下とともにmain-
1ineに対する2α｡-1ineの相対強度は,percolationlimitd｡-0･59近 くまでは急激に





係があるが, a -0･55で- S(0), 与 HM(6)となる｡このことは緩和時間 が長 くなる
とstaticな原因以外の要素による血iftが現われることを示している｡これら①-④ の結
果は, α =0.59ではCuZ十のスピンが1inkをなすためと考えても矛盾はない｡
(B)K2Cu｡Mnl_｡F｡ ① d-0･7でのmain-1ineの幅には q=0モー ドのenhanceは見
られない｡ ④2αO-lineのmain-1ineに対する相対的強度の増加 もない｡ 従ってこの
系でのMn2十不純物は拡散過程のいわゆる ｢反射体｣としては弱いようである｡
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